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対象 年齢 実習施設種別 ソーシャルワーク実習 実務経験 実習指導歴 実習プログラム
Ａ 40代 精神科病院 精神保健福祉士 19年 16年 ○
Ｂ 30代 行政機関 精神保健福祉士 12年 6年 ○
Ｃ 40代 市町村社会福祉協議会 社会福祉士 10年 5年 ○
Ｄ 30代 児童発達支援 社会福祉士 9年 3年 ○
Ｅ 40代 生活介護 社会福祉士 11年 4～ 5年 ○














































































































































































大カテゴリー≪≫ 中カテゴリー【】 小カテゴリー＜＞ ラベル []
≪実習プログラム
導入の阻害要因≫
【プログラム導入
への無自覚】
＜カリキュラム落し
込みの意識の少な
さ ＞
［カリキュラム落し込みの意識の少なさ］
＜結果的にプログラ
ム化＞
［結果的にプログラム化］
【大きな想いと少
ない時間】
＜話だけで終わる＞ ［話だけで終わる］
＜市町村への説明で
終了＞
［市町村への説明で終了］
【不十分な他機関
連携】
＜他機関とのつなが
りの弱さ＞
［関係機関とのつながりの弱さ］
［地域の社会資源とのかかわりに手が伸びない］
［他機関とのつながりが強い訳ではない］
［他事業所との方針の違い］
［他機関の方針と統一させたい］
【ネットワーク実
践の機会の乏し
さ】
＜メインではない
ネットワーキング実
践＞
［実習時にプログラムを体験できる業務がないこともある］
［会議などの機会が必ずある訳ではない］
＜業務上における
ネットワーク実践の
困難さ＞
［地域に福祉サービスが不足］
［業務としてソーシャルワーカーの付き添いは困難］
【実習指導者同士
の交流の機会が不
十分】
＜実習指導者同士の
交流不足＞
［他の実習指導者との情報共有の機会が不足］
【実習生という立
場性】
＜実習生という立場
での参加が困難＞
［実習生という立場での参加が困難］
53
ソーシャルワーク実習における連携・ネットワーキング・社会資源の活用に関する実習プログラム導入の促進・阻害要因
　４．考察
　１）大カテゴリー≪実習プログラム導入の促進要因≫のストーリーライン（図 1）
　実習指導者が日頃より＜地域とのつながりに対する高い意識＞とともに，所属機関の各スタッ
フに＜法人理念の浸透＞がなされることによって，【ネットワーキング実践が可能な職場環境】
が整えられ，実習指導者【個人と組織の理念の一致】につながる．こうした状況において，実習
指導者が所属機関で求められる役割を果たすことで，【日常業務におけるネットワーク形成】が
可能となる．実習指導においては，【日常業務におけるネットワーク形成】で培われた＜顔の見
えるフォーマルな社会資源＞や＜信頼できるインフォーマルな社会資源＞との連携・協働体制
は，【顔の見える二次的実習施設の活用】にもつながる．こうして，ネットワーキングや社会資
源の活用等に関する実習プログラム導入が促進される．実習指導における＜顔の見えるフォーマ
ルな社会資源 ＞や＜信頼できるインフォーマルな社会資源＞の活用は，さらなる【日常業務に
おけるネットワーク形成】を促進することにもつながっていく．このように，日常業務と実習指
導が循環的に実践されることによって，ソーシャルサポートネットワークの深化が図られる．
　２）大カテゴリー≪実習プログラム導入の阻害要因≫のストーリーライン（図 2）
　実習指導者にとって利用者の個別支援が業務の中心であり，【マンパワー不足によるネット
ワーク実践の不十分さ】【ネットワーク実践の概念の乏しさ】【資源開発の困難性】が，実習プロ
グラムの導入に影響を与えていると考えられる．実習指導者はソーシャルワーク実践に対する
【大きな想いと少ない時間】というジレンマを抱えており，ネットワーキングや社会資源の活用
等の必要性は十分認識しているが，多忙な業務に追われているという現実が垣間見える．個別支
援の多忙さにより，【不十分な他機関連携】という状況となり，実践プログラム導入における二
次的実習施設の活用が困難になると考えられる．また，実習指導のあり方を再考するためには，
実習指導者個人では限界がある．しかし，【実習指導者同士の交流の機会が不十分】であり，実
習指導者同士の交流や情報共有の機会が得られず，実習の事後評価を行うことが困難な状況とい
える．一方，学びにつながる実践場面に恵まれたとしても，【実習生という立場性】から，実習
プログラムの提供が困難な場合もある．このことは，利用者の個人情報保護の課題が大きく影響
される．
　これらの状況が絡み合って，実習指導者の【プログラム導入への無自覚】につながり，連携・
ネットワーキング・社会資源の活用に関する実習プログラム導入が妨げられていると考えられ
る．
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　３）施設種別を越えた連携やネットワーキング等の実習プログラム導入の促進に向けて
　実習指導者の所属機関で求められる日々のソーシャルワーク業務は，実習プログラム導入の促
進要因にも阻害要因にもなり得るものであり，実習プログラム立案の際に大きな影響を与えてい
ると考えられる．このことは，実習指導者自身の日々の業務を基に，実習プログラムが作成され
ているからであろう．例えば医療機関や行政機関，社会福祉協議会は日々のソーシャルワーク業
図 1　大カテゴリー≪実習プログラム導入の促進要因≫の中カテゴリー関係図
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 大カテゴリー≪実習プログラム導入の促進要因≫の中カテゴリー関係図 
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図２ 大カテゴリー≪実習プログラム導入の阻害要因≫の中カテゴリー関係図 
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図 2　大カテゴリー≪実習プログラム導入の阻害要因≫の中カテゴリー関係図
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務として，多職種連携やネットワーキングが位置づいていると考えられる．そのため，自然に実
習プログラムが導入しやすい状況にあるといえる．また，実習指導者の意識やネットワークが実
習プログラム導入の促進要因と考えられることからも，所属機関の方針や日々のソーシャルワー
ク業務が実習プログラムの立案に少なくない影響を及ぼすと考えられる．
　一方，二次的実習施設の活用により，意図的な学びの機会を提供することも可能であろう（大
林ら 2017）．また，ソーシャルワーク実践は，日々刻々と変化する利用者の日常生活支援である
ため，意図的に実習プログラムが盛り込みにくい側面もある．また，実習生という第三者性のあ
る立場の場合，利用者の個人情報の問題等から，実習プログラムの導入が困難となる場合もある
と考えられる．
　実習プログラムの立案は，実習指導者の重要な役割の一つであろう．しかし，実習は養成教育
の一環であり，養成校教員も実習プログラムに責任を負う立場である．したがって，実習指導者
と養成校教員が協働して，実習プログラミングを行うことにより，実習プログラムの標準化へと
つながっていくと考えられる（公益社団法人日本社会福祉士会 2014；公益社団法人日本精神保
健福祉士協会ほか 2013）．その際，実習指導の時間を確保することの難しさや実習指導者に求め
られているソーシャルワーク業務，地域の関係機関との連携状況を加味しながら，実習生が体験
する実習プログラムのマネジメントを検討する必要があろう．こうした実習生のニーズを中心と
した実習プログラミングにおいて，実習指導者と養成校教員が有機的な連携を図ろうとする姿勢
やそのプロセスが，実習生自身の連携やネットワーキングの身近な学びや気づきにつながってい
くと考えられる．
　５．本研究における到達点と今後の課題
　本研究では，社会福祉士ならびに精神保健福祉士実習指導者に対するインタビュー調査を基
に，ソーシャルワーク実習における連携・ネットワーキング・社会資源の活用に関する実習プロ
グラム導入の促進・阻害要因についての質的分析を行った．
　その結果，実習プログラム導入の促進要因と考えられる要素として，①【個人と組織の理念の
一致】②【ネットワーキング実践が可能な職場環境】③【日常業務におけるネットワーク形成】
④【顔の見える二次的実習施設の活用】という 4つの中カテゴリーが抽出された．
　また，実習プログラム導入の阻害要因と考えられる要素として，①【資源開発の困難性】②
【マンパワー不足によるネットワーク実践の不十分さ】③【プログラム導入への無自覚】④【大
きな想いと少ない時間】⑤【不十分な他機関連携】⑥【ネットワーク実践の機会の乏しさ】⑦
【実習指導者同士の交流の機会が不十分】⑧【実習生という立場性】という 8つの中カテゴリー
が抽出された．そのうち，①【資源開発の困難性】②【マンパワー不足によるネットワーク実践
の不十分さ】は，行政機関・医療機関・社会福祉協議会における実習場面より抽出された要素で
ある．また，③【プログラム導入への無自覚】④【大きな想いと少ない時間】⑤【不十分な他機
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関連携】⑥【ネットワーク実践の機会の乏しさ】⑦【実習指導者同士の交流の機会が不十分】⑧
【実習生という立場性】は，障害者・児童・高齢者分野における実習場面より抽出された要素で
ある．
　そして，本研究における今後の課題として，以下の 2点が考えられる．
　1点目として，ソーシャルワーク実習における連携・ネットワーキング・社会資源の活用に関
する実習プログラム導入の促進・阻害要因は見い出せた．一方で，インタビュー対象者が 6人と
少ないため，結果の一般化が困難なことである．今後は対象者数を増やして調査を継続していく
必要がある．
　2点目は，実習プログラムに基づく実習指導の事後評価をどのように行っていくのかが課題で
ある．今後の調査研究において，この点についても考察を深めていく必要があろう．
　B氏の語りのなかで，日替わりで様々な実習場面を体験することによって，実習生も実習指導
者も高い満足感を得やすい実習を「渡り鳥実習」と呼称し，その強みと課題が示された．複数の
関連施設や機関での実習場面を体験することによって，実習生は多くの学びや気づきを得られる
であろう．一方，それら一つひとつの貴重な学びや気づきを，一貫性や連続性のある学びへ深化
させるためには，実習スーパービジョンを通じて，実習生が体感的に得られた学びや気づきを昇
華させていくプロセスが必要である．このように，実習プログラミングと実習スーパービジョン
が融合して，どのように実習生の学びの深化につながっていくのかというプロセスを明らかにす
ることが必要と考えられる．
付記
　本研究は，2016（平成 28）年度の日本福祉大学助教研究支援の研究費助成を受けて実施した
研究成果の一部である．
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注釈
１）公益社団法人日本社会福祉士会（2015）では，「実習体験基礎的・通底的４領域論」として，実習コ
ア体験の４領域（個別支援，地域支援，権利擁護・サービス向上，連携・ネットワーキング）を提案し
ている．そのうち，本研究に直接的な関連がある「連携・ネットワーキング」の領域は，厚生労働省の
通知による「教育に含むべき事項」の「オ　多職種連携をはじめとする支援におけるチームアプローチ
の実際」「キ　施設・事業者・機関・団体等の経営やサービスの管理運営の実際」「ク　当該実習先が地
域社会の中の施設・事業者・機関・団体等であることへの理解と具体的な地域社会への働きかけとして
のアウトリーチ，ネットワーキング，社会資源の活用・調整・開発に関する理解」の３つに深い関係が
あるとされる．
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